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戊
辰
戦
争
と
西
南
戦
争
は
密
接
に
関
係
す
る
。
そ
の
連
続
性
と
非
連
続
性
が
特
徴
的
で
あ
り
、
加
え
て
関
係
す
る
人
た

ち
の
生
き
様
が
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
あ
る
。

戊
辰
戦
争
で
戦
っ
た
両
軍
の
諸
将
が
、
西
南
戦
争
で
は
敵
味
方
が
入
れ
替
わ
り
、
旧
幕
府
軍
の
元
東
北
諸
藩
士
は
新
政

府
側
で
西
南
戦
争
に
従
軍
し
、
こ
こ
に
会
津
白
虎
隊
士
や
二
本
松
少
年
隊
士
の
生
き
残
り
が
参
戦
し
た
と
い
う
。

旧
会
津
藩
士
の
薩
摩
に
対
す
る
思
い
は
格
別
で
、
会
津
人
柴
四
朗
は
弟
五
郎
へ
「
今
日
薩
人
に
一
矢
を
放
た
ざ
れ
ば
、

地
下
に
た
い
し
面
目
な
し
と
考
え
、
い
よ
い
よ
本
日
西
征
軍
に
従
う
た
め
出
発
す
」
と
書
き
送
っ
た
。
五
郎
も
「
芋
（
薩

摩
）
征
伐
仰
せ
出
だ
さ
れ
た
り
と
聞
く
、
め
で
た
し
、
め
で
た
し
」
と
記
し
た
。
一
方
、
西
郷
隆
盛
の
戊
辰
戦
争
後
の
山

形
庄
内
藩
へ
の
寛
大
な
措
置
は
、
伴
兼
之
、
榊
原
政
治
の
二
少
年
の
私
学
校
入
学
、
西
南
戦
争
従
軍
へ
と
つ
な
が
る
。

西
南
戦
争
に
お
け
る
士
卒
は
、
政
府
軍
で
は
徴
兵
の
ほ
か
士
族
兵
も
い
た
が
実
戦
経
験
は
乏
し
く
、
薩
摩
軍
の
実
戦
経

験
者
は
城
下
士
族
で
四
割
程
度
、
外
城
士
族
で
は
一
、
二
割
ほ
ど
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。
軍
制
を
み
る
と
、
全
国
一
律
の
洋

式
軍
制
の
採
用
契
機
は
戊
辰
戦
争
で
、
新
式
銃
の
採
用
で
命
中
精
度
と
射
程
距
離
が
大
幅
に
の
び
た
こ
と
か
ら
、
戦
法
が

密
集
隊
形
で
の
一
斉
射
撃
か
ら
散
開
で
の
散
兵
射
撃
が
主
流
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
西
南
戦
争
で
は
よ
り
新
式
の
後
装
ス

ナ
イ
ド
ル
銃
が
主
用
小
銃
と
な
り
、
統
一
さ
れ
た
洋
式
軍
服
の
政
府
軍
は
、
近
代
軍
隊
を
強
く
印
象
付
け
た
。

戊
辰
戦
争
は
完
全
な
銃
砲
戦
で
あ
っ
た
。
西
南
戦
争
も
基
本
は
銃
砲
戦
で
あ
る
が
、
特
に
前
半
で
は
「
抜
刀
攻
撃
」
が

戦
果
を
上
げ
、
重
要
な
戦
法
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
近
代
戦
法
と
し
て
は
後
退
し
た
と
い
え
る
が
、
西
南
戦
争
を
特

徴
づ
け
る
一
面
と
い
え
る
。

戊
辰
戦
争
が
明
治
維
新
の
大
き
な
画
期
と
な
り
、
西
南
戦
争
は
維
新
の
終
わ
り
を
告
げ
た
。
明
治
維
新
は
戦
争
に
始
り
、

戦
争
に
終
わ
っ
た
激
動
の
時
間
だ
っ
た
。
戊
辰
と
西
南
、
大
き
な
犠
牲
を
払
っ
た
二
つ
の
内
戦
は
、
近
代
国
家
日
本
が
大

海
に
漕
ぎ
出
す
号
砲
で
あ
っ
た
。

さ
つ
ま
人

み
よ
や
東
の
大
丈
夫
か

　
　
　
　
　

さ
け
は
く
太
刀
は

と
き
か
鈍
き
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　

元
会
津
藩
若
年
寄

山
川

浩

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）、
会
津
藩
内
に
お
け
る
東
北
戊

辰
戦
争
の
最
終
段
階
の
戦
い
。
薩
摩
と
長
州
を
中
心
と
す
る

新
政
府
に
、
朝
敵
と
さ
れ
た
会
津
藩
。
新
政
府
軍
は
会
津
に

進
攻
し
、
八
月
二
一
日
要
所
母
成
峠
を
突
破
、
旧
幕
府
軍
は

会
津
城
に
籠
城
し
た
が
、
奮
戦
空
し
く
九
月
二
二
日
に
開
城

と
な
る
。
会
津
藩
は
庄
内
藩
と
と
も
に
最
後
ま
で
戦
っ
た
。

会
津
藩
兵
力
約
七
〇
〇
〇
人
の
う
ち
、
戊
辰
戦
争
全
体
で

会
津
藩
の
戦
死
は
二
五
五
七
名
。次
い
で
仙
台
藩
八
三
一
名
、

二
本
松
藩
三
三
四
名
な
の
で
、
会
津
藩
の
犠
牲
者
が
い
か
に

多
か
っ
た
か
わ
か
る
。ち
な
み
に
新
政
府
軍
の
一
員
と
し
て
、

い
く
つ
か
の
戦
闘
に
参
加
し
た
熊
本
藩
は
一
〇
六
五
人
出
兵

し
て
、
戦
死
は
二
〇
名
で
あ
る
。

【
表
紙
】
■
強
敵
現
る
■

新
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

窪
田
征
巳
郎
（
く
ぼ
た
・
せ
い
し
ろ
う
）

元
会
津
藩
白
虎
隊
士
中
二
番
隊
。
植
木
口
警
視
隊
一
番
小
隊

三
等
巡
査
、
会
津
伝
一
刀
流
溝
口
派
の
遣
い
手
。
三
月
一
四

日
抜
刀
隊
の
一
員
と
し
て
七
本
柿
木
台
場
切
込
み
に
向
か

う
。
征
巳
郎
、
一
〇
年
ぶ
り
の
実
戦
に
聞
こ
え
る
の
は
自
身

の
鼓
動
の
み
。
時
に
寒
風
飄
々
肌
を
剪
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
画

樫
木
成
香
）

会
津
と
熊
本

会
津
戦
争
。
そ
し
て
西
南
戦
争

会
津
戦
争
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
画
　
樫
木
成
香
）
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明治元年 (1868)
明治 10年 (1877)

明治27年 (1894)
明治37年 (1904)

戊辰戦争 西南戦争 日清戦争 日露戦争

50 歳没
42 歳没
42 歳没
40 歳没
40 歳没
36 歳没
31 歳没
29 歳没

60 歳没

46 歳没

警
視
抜
刀
隊
三
等
少
警
部
と
し
て
西
南
戦
争
に
従
軍
し
た

旧
会
津
藩
士

田
村
（
丹
羽
）
五
郎
は
、
従
軍
者
の
顕
彰
と

忠
魂
慰
霊
の
た
め
、
明
治
一
六
年
三
月
の
戦
没
者
七
回
忌
に

向
け
、
各
界
著
名
人
に
漢
詩
・
和
歌
・
書
画
な
ど
を
募
り
、

三
五
〇
余
の
色
紙
を
靖
国
神
社
に
奉
納
し
た
。
明
治
二
四
年

に
「
彰
功
帖
」
と
し
て
刊
行
。

◆
鬼
官
兵
衛

阿
蘇
の
地
に
散
る

旧
会
津
藩
士
佐
川
官
兵
衛
。戊
辰
戦
争
で
は
緒
戦
の
鳥
羽
・

伏
見
の
戦
い
か
ら
各
地
を
転
戦
し
、
そ
の
抜
刀
切
込
み
と
阿

修
羅
の
ご
と
き
形
相
か
ら
、「
鬼
官
兵
衛
」
と
恐
れ
ら
れ
た
。

会
津
籠
城
戦
で
は
、
官
軍
の
包
囲
を
突
破
し
て
会
津
へ
の

糧
道
を
確
保
す
る
な
ど
の
活
躍
を
み
せ
、
維
新
後
は
警
視
庁

に
出
仕
。
西
南
戦
争
で
は
豊
後
口
第
二
号
警
視
隊
副
指
揮
長

兼
一
番
小
隊
長
と
し
て
阿
蘇
方
面
の
戦
闘
に
参
加
し
た
。
南

阿
蘇
村
黒
川
で
の
戦
闘
に
お
い
て
被
弾
、
戦
死
し
た
。

◆
「
会
津
復
権
」
に
か
け
た
男

山
川
浩

戊
辰
戦
争
で
は
会
津
藩
若
年
寄
と
し
て
、
西
南
戦
争
で
は

陸
軍
中
佐
と
し
て
活
躍
し
、
後
に
陸
軍
少
将
、
貴
族
院
議
員

に
栄
進
す
る
人
物
、
山
川
浩
。

戊
辰
戦
争
日
光
口
の
戦
い
で
は
谷
干
城
が
率
い
る
部
隊
を

相
手
に
好
戦
し
、
会
津
戦
争
で
は
包
囲
さ
れ
た
会
津
城
に
伝

統
芸
能
「
彼
岸
獅
子
」
を
先
頭
で
舞
わ
せ
な
が
ら
、
官
軍
を

欺
い
て
入
城
す
る
と
い
う
離
れ
業
を
演
じ
た
。

廃
藩
置
県
後
、
山
川
の
指
揮
官
と
し
て
の
能
力
を
買
っ
た

《
辞
世
の
句
》

君
が
為

    

都
の
空
を
打
ち
い
で
て

阿
蘇
山
麓
に
身
は
露
と
な
る

谷
の
声
か
け
で
陸
軍
に
出
仕

す
る
。
西
南
戦
争
…
山
川
は

衝
背
軍
を
指
揮
し
、
包
囲
網

を
突
破
し
て
籠
城
す
る
谷
を

助
け
、
そ
の
恩
を
返
し
た
。

【薩摩軍】
西郷　隆盛 （薩摩） 1827 ～ 1877
篠原　国幹 （薩摩） 1836 ～ 1877
村田　新八 （薩摩） 1836 ～ 1877
桐野　利秋 （薩摩） 1838 ～ 1877
永山　弥一郎 （薩摩） 1838 ～ 1877
池上　四郎 （薩摩） 1842 ～ 1877
別府　晋介 （薩摩） 1847 ～ 1877
辺見　十郎太 （薩摩） 1849 ～ 1877

【政府軍】
有栖川宮熾仁親王 1835 ～ 1895
川路　利良 （薩摩） 1834 ～ 1879
谷　干城 （土佐） 1837 ～ 1911
樺山　資紀 （薩摩） 1837 ～ 1922
山縣　有朋 （長州） 1838 ～ 1922
野津　道貫 （薩摩） 1841 ～ 1908
大山　巌 （薩摩） 1842 ～ 1916
西郷　従道 （薩摩） 1843 ～ 1902
山田　顕義 （長州） 1844 ～ 1892
乃木　希典 （長州） 1849 ～ 1912
児玉　源太郎 （長州） 1852 ～ 1906
佐川　官兵衛 （会津） 1831 ～ 1877
山川　浩 （会津） 1845 ～ 1898
藤田　五郎 （新撰組）1844 ～ 1915

従軍した主な人物の戦時年齢

戊辰戦争

場　　所　京大阪から東北一帯、北海道

期　　間　慶応 4年（1868）1月鳥羽伏見　～　明治 2年（1869）5月函館

　　　　　約 17 か月

動員兵力　旧幕府軍 5万人　　新政府軍 12 万人　　計 17 万人

戦死者　　旧幕府軍 8700 人　　新政府軍 5000 人　　計 14000 人

西南戦争

場　　所　南九州を中心とした九州一帯

期　　間　明治 10 年（1877）2月熊本川尻　～　9月鹿児島城山

　　　　　約 7か月

動員兵力　薩摩軍 5万人　　政府軍 6万人　　　計 11 万人

戦死者　　薩摩軍 6800 人　　政府軍 6900 人　　　計 14000 人

戊辰戦争と西南戦争比較

彰功帖を屏風に貼ったもの（西南戦争資料館蔵）

彰
功
帖
（
し
ょ
う
こ
う
ち
ょ
う
）

41
33
33
31
31
27
22
20

33
34
31
31
30
27
26
25
24
19
16

23
24

37

42
43
40
40
39
36
35
34
33
28
25

32
33

57
57
56
53
52
51

45
42

49
50

67
67
66
63
62

55
52

60



な
ぜ
会
津
城
は
開
き
、
熊
本
城
は
落
ち
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の
間
一
〇
年
足
ら
ず
だ
が
、
江
戸
時
代
と
明
治
時
代
で
は

城
に
対
す
る
考
え
が
本
質
的
に
異
な
る
。
時
代
の
相
違
―
個
と
全
体
―
の
表
象
で
あ
る
。

会
津
城
に
籠
城
し
た
の
は
、
幼
少
か
ら
城
を
仰
ぎ
見
て
い
た
会
津
藩
士
で
あ
る
。
城
は
藩
主
が
御
座
す
る
大
事
な
場
所

で
あ
り
、
唯
一
無
二
の
存
在
、
自
身
の
存
在
そ
の
も
の
、
藩
そ
の
も
の
で
あ
る
。
一
方
、
熊
本
城
に
籠
城
し
た
の
は
各
地

か
ら
集
め
ら
れ
た
鎮
台
兵
。
城
は
全
国
に
数
あ
る
軍
事
施
設
の
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
城
に
対
す
る
特
別
な
思
い
は
な
い
。

会
津
で
は
会
津
盆
地
へ
の
敵
の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
準
備
も
で
き
ぬ
ま
ま
攻
城
軍
は
増
え
、
援
軍
も
な
く
、

錦
の
御
旗
に
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
熊
本
城
に
は
天
皇
の
後
ろ
盾
が
あ
っ
た
。
開
戦
前
か
ら
籠
城
準

備
は
進
め
ら
れ
、
援
軍
も
近
く
、
逆
に
包
囲
兵
は
減
っ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
結
果
と
し
て
敗
者
の
会
津
城
、
勝
者
の
熊

本
城
で
あ
り
、
同
じ
籠
城
戦
と
は
い
え
そ
の
背
景
や
過
程
・
結
果
は
異
な
る
。
江
戸
が
明
治
に
敗
北
し
た
と
も
い
え
る
だ

ろ
う
。
奇
し
く
も
、
戦
時
に
お
け
る
天
守
閣
の
有
無
が
、
近
世
城
の
役
割
と
い
う
点
で
二
つ
の
籠
城
戦
を
象
徴
し
て
い
る

と
も
い
え
る
。

日　　時　慶応4年（1868）8月23日～明治元年（1868）　　
　　　　　9月 22日（旧暦、明治改元 9月 8日）　
　　　　　※新暦では 10月 8日～ 11月 6日
日　　数　30日間
籠城人数　5235 人　
　　　　　会津藩士とその家族、うち士卒は約 2500 人
攻城人数　約 2000 ～ 3000 人　新政府軍の薩摩・長州・
　　　　　土佐・大垣藩兵など。その後順次増加した。
主用火器
◆守城（会津藩）
大砲：51門　小銃：2845 挺（ゲベール銃など開城時）
◆攻城（新政府軍）
大砲：約 50門（四斤山砲、ボートホウイッツル砲、アー
ムストロング砲、パロットライフル砲、20ドイム臼砲、
和砲など）　小銃（スナイドル銃など）
攻城軍の主要砲台
　小田山（会津若松城までの距離　西方約 1350 ｍ）

日　　時　明治 10年（1877）2月 22日～ 4月 14日
日　　数　52日間
籠城人数　約 3300 人　政府軍熊本鎮台約 2800 人、東　
　　　　　京警視隊約 480 人、県官など。
攻城人数　約 9000 ～ 10000 人　薩摩軍　正面軍約
　　　　　2500 人、背面軍約 3000 人、予備隊 3400
　　　　　人など。2000 ～ 4000 人程度まで減少。
主用火器
◆守城（熊本鎮台）
大砲：26門（四斤山砲、四斤野砲、12・20ドイム臼砲）
小銃（スナイドル銃、エンフィールド銃、スペンサー銃）
◆攻城（薩摩軍）
大砲：約 10 門（四斤山砲、20 ドイム臼砲、ブロード
ウエル山砲）小銃（スナイドル銃、エンフィールド銃、
スペンサー銃、ウエストリーリチャーズ銃）
攻城軍の主要砲台
　　花岡山　熊本城までの距離　東方約 2000 ｍ

戊
辰
会
津
戦
争
・
会
津
城
籠
城
戦
概
要

西
南
戦
争
・
熊
本
城
籠
城
戦
概
要

会津軍記　会津藩降伏図（個人蔵）

二
つ
の
籠
城
戦

  

似
て
非
な
る
も
の
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ブロードウェル砲弾
ブロードウェル式緊塞具を備える。日本
には口径６㎝と７㎝が入っていて、西南
戦争では、少なくとも口径６㎝のほうは
実践投入された。　　　（熊本博物館蔵）

アームストロング砲弾
イギリスのアームストロングが開発し
た後装式施条砲。佐賀藩のもつ６ポン
ド砲２門が戊辰戦争で実践投入された
と記録にある。　　　　　　（個人蔵）

小田山砲台跡から会津城を望む

花岡山砲台跡から熊本城を望む

時
間
の
流
れ
と
人
の
思
い
。

同
じ
籠
城
戦
も
似
て
非
な

る
も
の
だ
っ
た
と
い
う
こ

と
じ
ゃ
の
う
。

た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
個
別
の
事
柄
で
は
な

く
、
歴
史
は
つ
な
が
っ
て
お
る
…
と
い
う

こ
と
じ
ゃ
よ
。



◆
加
藤
忠
広
の
妻
が
立
て
た
蒲
生
秀
行
の
供
養
塔

蒲
生
氏
郷
の
次
代
秀
行
の
娘
で
、
徳
川
家
康
の
外
孫
に
も

あ
た
る
祟
法
院
。
加
藤
忠
広
の
正
室
で
、
彼
女
が
父
秀
行
の

七
回
忌
に
立
て
た
供
養
塔
が
熊
本
市
中
央
区
横
手
の
安
国
寺

に
あ
る
。

◆
山
川
健
次
郎
が
語
る
古
屋
昔
陽

熊
本
の
儒
学
者
古
屋
昔
陽
は
、
江
戸
に
私
塾
を
開
い
て
名

声
を
得
た
後
、
熊
本
の
教
育
制
度
を
知
っ
た
会
津
藩
に
招
聘

さ
れ
、
藩
校
日
新
館
の
創
立
に
携
わ
っ
た
。

後
に
、
山
川
浩
の
弟
で
白
虎
隊
出
身
、
九
州
帝
国
大
学
初

代
総
長
を
務
め
た
山
川
健
次
郎
が
、
済
々
黌
創
立
二
五
周
年

を
祝
し
、「
私
は
会
津
の
生
ま
れ
で
、
藩
校
日
進
館
は
肥
後

の
古
屋
昔
陽
先
生
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
私
た
ち
は
肥
後

的
教
育
を
受
け
た
。
江
戸
で
他
藩
の
武
士
は
大
道
せ
ま
し
と

闊
歩
し
て
い
た
が
、
肥
後
藩
士
は
不
遜
の
風
無
く
、
よ
く
礼

儀
を
重
ん
じ
て
い
た
。」
と
、
熊
本
の
優
れ
た
点
を
取
り
入

れ
た
会
津
藩
校
教
育
を
受
け
た
こ
と
を
誇
り
と
す
る
心
境
を

語
っ
た
。

◆
石
光
真
清
と
柴
五
郎

西
南
戦
争
下
の
人
々
を
活
写
し
た
『
城
下
の
人
』
の
作
者

石
光
真
清
は
、
柴
五
郎
宅
に
寄
宿
し
、
そ
の
薫
陶
を
受
け
て

い
る
。
柴
は
会
津
出
身
だ
が
後
に
陸
軍
大
将
に
栄
進
し
、
北

清
事
変
で
は
国
際
社
会
か
ら
も
賞
賛
を
浴
び
た
人
で
あ
る
。

石
光
は『
あ
る
明
治
人
の
記
録
―
会
津
人
柴
五
郎
の
遺
書
』

を
著
し
た
。「
時
移
り
て
薩
長
の
狼
藉
者
も
、
い
ま
は
苔
む

す
墓
石
の
も
と
に
眠
り
て
す
で
に
久
し
。
恨
み
て
も
甲
斐
な

き
繰
言
な
れ
ど
…
た
だ
悔
し
き
こ
と
か
ぎ
り
な
く
、
心
を
悟

道
に
託
す
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
」
と
明
治
国
家
の
た
め
に

◆
新
島
八
重
と
徳
富
蘇
峰

会
津
戦
争
で
は
ス
ペ
ン
サ
ー
銃
を
持
っ
て
奮
戦
し
た
新
島

八
重
。
彼
女
の
夫
、
新
島
襄
は
徳
富
蘇
峰
の
恩
師
だ
っ
た
。

彼
女
の
服
装
や
襄
へ
の
奔
放
な
接
し
方
を
「
鵺
の
よ
う

な
女
」
と
評
し
て
、
八
重
を
嫌
っ
て
い
た
蘇
峰
だ
っ
た
が
、

襄
の
死
後
、
そ
れ
ま
で
の
非
礼
を
詫
び
和
解
す
る
。
年
間

二
〇
〇
〇
円
の
貴
族
院
議
員
歳
費
を
封
を
切
ら
ず
に
送
り
続

け
る
な
ど
、
八
重
を
師
で
あ
る
襄
の
「
形
見
」
と
し
て
支
え

た
。「
徳
富
さ
ん
は
ま
こ
と
に
お
ど
ろ
く
方
で
す
」。
八
重
は

涙
を
浮
か
べ
て
語
っ
た
と
い
う
。

◆
安
場
保
和
と
安
積
疏
水

安
場
保
和
―
横
井
小
楠
の
門
下
生
で
、勝
海
舟
を
し
て「
小

楠
の
弟
子
と
い
え
る
者
は
安
場
ぐ
ら
い
な
も
の
だ
ろ
う
」
と

言
わ
し
め
た
旧
熊
本
藩
士
で
あ
る
。

安
場
は
明
治
五
年
、
福
島
県
令
と
な
り
人
材
育
成
・
殖
産

興
業
の
推
進
に
尽
力
す
る
。彼
の
業
績
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、

特
筆
さ
れ
る
の
は
日
本
三
大
疏
水
の
ひ
と
つ
安
積
疏
水
工
事

の
端
緒
を
開
い
た
こ
と
で
あ
る
。
周
辺
地
域
は
、
そ
れ
ま
で

の
原
野
か
ら
一
大
穀
倉
地
帯
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

戊
辰
戦
争
後
の
停
滞
期
、
福
島
の
人
心
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
地
域
振
興
を
果
た
し
た
安
場
の
業
績
は
大
き
い
。

◆
五
高
の
名
物
教
師

秋
月
悌
次
郎

明
治
時
代
の
第
五
高
等
学
校
に
、
小
泉
八
雲
が
「
神
の
ご

と
き
」
と
評
し
た
老
教
師
が
い
た
。
秋
月
悌
次
郎
。
元
会
津

藩
士
で
あ
る
。

東
京
大
学
の
前
身
で
あ
る
昌
平
坂
学
問
所
の
寮
舎
長
を
務

め
た
秀
才
で
、
幕
末
、
会
津
藩
が
京
都
守
護
を
任
じ
ら
れ
た

時
に
は
公
用
方
と
し
て
、
戊
辰
戦
争
で
は
副
軍
事
奉
行
と
し

て
藩
の
指
揮
を
と
っ
た
。
会
津
籠
城
戦
で
は
土
佐
藩
と
調
停

し
、
困
難
な
降
伏
・
開
城
を
取
り
仕
切
っ
た
。

明
治
二
三
年
、
彼
は
五
高
の
漢
文
教
師
と
な
る
。
サ
ム
ラ

イ
へ
の
憧
憬
と
、
柔
和
な
人
格
へ
の
尊
敬
か
ら
、
八
雲
の
目

に
は
秋
月
が
「
神
」
と
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。

尽
力
し
つ
つ
も
胸
に
あ
っ

た
会
津
人
柴
五
郎
の
心
情

が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。

「
城
下
の
人
」
初
版
本
と
柴
五
郎
の
サ
イ
ン
（
熊
本
市
文
化
振
興
課
蔵
）

古
屋
昔
陽
の
書
（
個
人
蔵
）

忠
広
は
改
易

と
な
っ
て
出
羽

庄
内
に
配
流
さ

れ
る
が
、
祟
法

院
は
同
行
せ
ず
、

京
都
で
生
涯
を

送
っ
た
そ
う
だ
。

遠
く
て
近
い

  

会
津
と
熊
本

―
縁
―



きなこ　25 歳　刀剣女子、刀は「江雪左文字」推し。

おじさん　62 歳　きなこの親戚のおじさん

き　こんにちは。今回のテーマは会津と熊本だけど、

　　刀剣には直接関係はないみたいなの。

お　ばってん、会津の容保公は肥後守たい。肥後守といえば小

　　刀で有名ばい。

き　えーと、小刀ではなくて、日本刀の話です。会津には五鍛

　　冶六家といって、古い伝統の刀匠がいたの。古川・下坂・

　　三善・中条・鈴木の各系統があるみたい。

お　古いて、いつ頃からや。

き　最も古いのは、室町時代の後期に岐阜県の濃州関の兼定が、

　　会津守護大名の葦名氏に仕えたのが始まり。その後、古川

　　兼定系は蒲生、上杉、加藤、松平氏に仕えて、幕末明治ま

　　で繁栄したそうよ。

お　ほー、そうにゃ永んかね。

き　近世細川家二代の細川忠興（三斎）公の愛刀は室町時代の　

　　「和泉守兼定」で、　拵は「歌仙拵」。美しくて品があって、

　　落ち着いた雰囲気のあるお洒落な拵だわ。

お　他に誰が持ったつだろか。西郷隆盛の愛刀も庄内藩公から

　　拝領の「和泉守兼定」だったらしかぞ。

き　そういえば、新撰組副長土方歳三も藩主松平容保公下賜の

　　「11 代和泉守兼定」だわ。後年、東北初の陸軍大将になっ

　　　　　　た会津人柴五郎にも贈刀されたのよ。特徴は重ね　　

　　　　　が厚く鎬高く、元と先の幅の差が少ない反りが浅い

　　　　　お姿で、刃文の直刃がきれいなの。

お　となると、細川の殿さんも、西郷どんも、土方副長も会津

　　に関わりのある「兼定」ば持っとんなさったちゅうこった

　　いね。ずーっと会津に心ば寄せとらしたっだろ。恐るべし、

　　「兼定」つながり。やっぱ、会津と熊本、戊辰と西南は深

　　か因縁のあるとたいね。

き
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き
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き

お

き

お

き

お

新
々
刀

刀

無
銘
（
十
一
代
会
津
兼
定
）
刃
長
六
九
・
三
セ
ン
チ
（
個
人
蔵
）

新
々
刀

刀
　
　
表
銘

肥
後
住
同
田
貫
宗
廣
作

裏
銘
嘉
永
三
年
十
月
日

刃
長
七
三
セ
ン
チ
（
個
人
蔵
）

　きなことおじさん　　　　刀の話

　　　　　　た会津人柴五郎にも贈刀されたのよ。特徴は重ね　　

　　　　　が厚く鎬高く、元と先の幅の差が少ない反りが浅い

　　　　　お姿で、刃文の直刃がきれいなの。

十
一
代
兼
定
は
、
江
戸
時
代
か

ら
明
治
ま
で
続
い
た
会
津
兼
定

の
ラ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
じ
ゃ
な
。

一
方
の
同
田
貫
は
肥
後
国
菊
池

の
同
田
貫
（
地
名
）
を
本
拠
地

に
、
永
禄
頃
か
ら
活
躍
し
た
肥

後
刀
工
の
一
群
で
ご
ざ
る
。



▲玉東町中央公民館の資料展示
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